[bookmark: _GoBack]別記様式（第２条関係)（用紙　日本産業規格Ａ４縦型)

指　定　管　理　者　指　定　申　請　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　

　　静岡県知事　氏　　　　名　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主たる事務所の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名　　　　　　　　　　　　　

　　静岡県家畜共同育成場の管理に関する業務を行いたいので、静岡県家畜共同育成場の設置及び管理に関する条例第10条第１項の規定により申請します。

　添付書類
　　１　事業計画書
　　２　定款、寄附行為、規約その他これらに類する書類
　　３　法人にあっては法人の登記事項証明書、法人以外の団体にあっては代表者の住民票の写し（代表者が外国人である場合にあっては、外国人登録証明書の写し）
　　４　団体の活動実績を説明する書類
　　５　その他知事が必要と認める書類


様式１号

説明会参加申込書


　静岡県家畜共同育成場における指定管理者の募集に係る説明会に参加したいので申し込みます。

年　　月　　日

　静岡県経済産業部農業局畜産振興課長　様


（提出者）住所

　　　　　団体の名称

　　　　　代表者の氏名

（担当者）担当部署

　　　　　氏名

　　　　　電話番号

　　　　　ＦＡＸ番号

　　　　　電子メール


説明会出席者名簿

	担　当　部　署
	氏　　　　　名

	

	

	

	

	

	




様式２号

質　問　書


　静岡県家畜共同育成場指定管理者募集要項等について、次のとおり質問書を提出します。

	
団体（グループ名）

	

	
所在地

	

	
担当部署名

	

	
担当者名

	

	連絡先
	電話番号
	

	
	ＦＡＸ番号
	

	
	電子メール
	

	質問事項
（タイトル）
	

	記載箇所
	文書名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ページ：
該当箇所：

	









質問内容











	




様式３号

グループ応募構成書



	グループの名称
	


	代表となる団体
	主たる事務所の所在地
	


	
	団体の名称
	


	
	代表者の氏名
	


	構　　　成　　　団　　　体
	主たる事務所の所在地
	


	
	団体の名称
	


	
	代表者の氏名
	


	
	主たる事務所の所在地
	


	
	団体の名称
	


	
	代表者の氏名
	


	
	主たる事務所の所在地
	


	
	団体の名称
	


	
	代表者の氏名
	


	
	主たる事務所の所在地
	


	
	団体の名称
	


	
	代表者の氏名
	


	
	主たる事務所の所在地
	


	
	団体の名称
	


	
	代表者の氏名
	




※　グループによる申請を行う場合にのみ提出する。

様式４号

事　業　計　画　書

申込年月日：令和　　年　　月　　日
	団体名
	


	代表者名
	


	団体所在地
	


	連絡先
	電話番号
	

	
	ＦＡＸ番号
	

	
	電子メール
	

	事　業　計　画　（　別　紙　可　）

	１　静岡県家畜共同育成場の管理運営に関する基本的な考え方

	





















	２　預託牛の確保に関する方策

	














	３　管理運営体制

	 (1) 管理運営方針
・家畜共同育成事業の運営方針、危機管理体制及び家畜伝染病対策等について記入してください。









 (2) 実施体制図
　　・業務体制（業務、人員配置等）を樹形図等で記入してください。






















 (3) 家畜共同育成に係る能力を有した職員の配置計画
　　　家畜共同育成に係る能力とは下記の能力を言います。
　　① 100頭以上の概ね１か月齢から22か月齢の乳用牛又は肉用牛を哺乳及び舎飼や放牧するとともに受胎させ、かつ健全に育成する能力。
　　② 採草地や放牧地の維持管理と自給飼料の生産・調整の能力。













(4) 人員配置計画

育成場の管理運営にどのような能力や雇用形態の職員を配置し、業務を遂行する計画か記入してください。

	役職
	担当業務内容
	能力、資格、実務経験年数等
	配置
人数
	雇用形態
	備考

	
	
	
	
	正規
	パート
	その他
	

	
	
	
	人
	人
	人
	人
	

	

	
	

	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	

	

	
	
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	（　　）
	



・ 役職：育成場を管理運営する上で必要と思われる役職（場長、総務、企画、業務等）を記入してください。
・ 担当業務：総務、経理、家畜育成、施設管理等具体的に記入してください。
・ 能力、資格、実務経験年数等：実際に配置する予定職員（今後、採用する予定の職員を含む）を想定のうえ記入してください。
・ 配置人数、雇用形態：複数の業務を兼任する場合は、主たる業務の人数を上段に、従たる業務の人数を下段（括弧書き）に記入してください。



	４　事業計画

	 (1) 年間受託計画及び育成計画

	



















	 (2) バイオマス利用施設管理計画

	　　・バイオマス利用施設の管理計画に加え、施設から生産される液肥、堆肥の利用計画を記入してください。















	 (3) 自主事業に係る計画

	　　・県から委託される育成場の管理運営（バイオマス利用施設の管理を含む）以外に、育成場の施設を利用し自主的に事業を行う計画がある場合は、その計画を記入してください。














５　収支予算書

想定される収入、支出の費目を参考にして１年間の収支予算書を作成してください。
積算根拠は、詳細に記入して下さい。（記入しきれない場合は、別途資料を添付して下さい｡)

 (1) 収入

	費目
	金額
	積算根拠

	
	千円
	

	利用料金（預託料）




	
	　　円/頭・日×　　　頭（延べ）

	小計
	
	

	県委託料
	
	

	収入計
	
	



※ 想定される収入:利用料金（775円/頭・日）、預託者実費負担（種付料、種付証明料、検査・注射
料等）、家畜販売収入、自主事業収入等
※ 県委託料の考え方は、６の委託料を参照のこと

 (2) 支出

	費目
	金額
	積算根拠

	
	千円
	

	



















	
	

	支出計
	
	


※ 想定される支出:人件費（給与、福利厚生費、賃金、通勤費等）、旅費、需要費（飼料費、肥料費、種苗費、修繕費、家畜衛生費、光熱水費、消耗品費等）、役務費、委託費、家畜購入費、補償賠償金、公課費等

※ 事業計画書で計画を十分提示できない場合は、事業計画書の内容を説明する付属資料(任意様式）を添付してください。

様式５号

団　体　概　要　書


	法人又は団体名
	

	代表者職氏名
	

	主たる事務所の所在地
	

	設立年月日
	

	連　　 　絡　　 　先
	電話番号
	

	
	ＦＡＸ番号
	

	
	電子メール
	

	１　設立の趣旨・目的





	２　具体的な活動内容





	３　最近の活動状況及び実績









別紙１　

静岡県と指定管理者のリスク分担表

	項目
	内容
	県
	指定管理者

	法令変更
	指定管理者の管理業務に関する法令変更
	
	○

	
	施設・設備等に関する法令変更
	○
	

	税制変更
	税制変更による納税額の増加。ただし、管理業務の継続に著しい影響を及ぼす場合は、別途協議による
	
	○

	政治、行政上の理由による事業変更
	政治、行政上の理由（首長の交代、施策方針の変更等）により管理業務の継続に支障が生じた場合、又は業務内容の変更を余儀なくされた場合における経費等の増加
	○
	

	経済変動
	物価変動、金利変動等による経費等の増加。ただし、変動が著しい場合は別途協議による
※物価変動による管理運営費の増については、一律的な反映を検討中
	
	○

	施設・設備等の修繕
	管理上の瑕疵による施設・設備等の損傷等
	
	○

	
	施設・設備等の瑕疵による損傷等
	○
	

	
	第三者の行為、経年劣化等による施設・設備等の損傷等で小規模なもの（１件概ね税抜100万円未満）
	
	○

	
	第三者の行為、経年劣化等による施設。設備等の損傷等で大規模なもの（１件概ね税抜100万円以上）
	○
	

	施設等の更新等
	施設・設備等の増設、改築、更新等
	○
	

	利用者・第三者への損害賠償
	管理上の瑕疵による利用者等への損害賠償
	
	○

	
	施設・設備等の瑕疵による利用者等への損害賠償
	○
	

	運営リスク
	管理上の瑕疵による施設・設備等の利用休止
	
	○

	
	施設・設備等の瑕疵による利用休止
	○
	

	書類の誤り
	指定管理者が作成する書類の誤りによる損害
	
	○

	
	仕様書等、県が作成する書類の誤りによる損害
	○
	

	情報管理
	管理上の瑕疵による情報漏えい
	
	○

	事業終了時の対応
	指定管理期間終了時、又は期間途中での終了時の事業者撤収、原状回復及び引継ぎに係る費用
	
	○

	不可抗力
	自然災害等の県、指定管理者のいずれにも帰責事由がない不可抗力による経費等の増加
	○
	

	周辺住民・施設利用者への対応
	施設の管理運営に対する周辺住民及び施設利用者からの要望、苦情等への対応
	
	○

	疾病感染の予防・対策
	飼養衛生管理基準に基づく家畜伝染病対策
	
	○



本表に定める事項で疑義があるもの、又は本表に定めのないものについては、別途、県と指定管理者とが協議の上、決定するものとする。

別紙２

静岡県家畜共同育成場指定管理者審査委員会名簿

	区　分
	氏　名
	所属・職業等

	学識経験者
	梨木　守
	(一社)日本草地畜産種子協会放牧アドバイザー	

	財務会計の専門家
	土田卓也
	経営コンサルティング事務所　Con.T 代表

	畜産関係団体代表
	平柳大義
	静岡県経済農業協同組合連合会畜産課長

	利用者代表
	近藤雅隆
	酪農家

	県職員
	平野裕二
	静岡県経済産業部農業局長




別紙３

静岡県家畜共同育成場指定管理者選定項目


	評　価　項　目
	評　価　内　容
	配点

	１
	事業計画書の内容が、畜産農家の平等な使用を確保できるものであるとともに、サービスの向上が図られるものであること。
（条例第11条第１号関係）
	ａ
	畜産農家が平等に恩恵が得られるような管理運営
	３０

	
	
	ｂ
	畜産農家の利便性向上への配慮
	

	
	
	ｃ
	畜産農家の視点に立った業務の改善や新たな事業展開
	

	２
	事業計画書の内容が、育成場の効用を最大限に発揮できるものであるとともに、管理に係る経費の縮減が図られるものであること。
（条例第11条第２号関係）
	d
	家畜共同育成場の設置目的及び機能、家畜共同育成業務に関する理解度
	３０

	
	
	e
	収支予算書の内容
	

	
	
	f
	利用料金の設定
	

	
	
	g
	管理経費の縮減への配慮
	

	
	
	h
	地域社会との協調性
	

	
	
	i
	県の事業、試験研究に対する協力
	

	３
	事業計画書に沿った管理を安定して行う能力を有しているものであること。
（条例第11条第３号関係）
	j
	申請団体の組織及び目的の指定管理者としての妥当性
	４０

	
	
	k
	指定管理者制度の理解度
	

	
	
	l
	指定管理業務の円滑な執行が可能な財務状況
	

	
	
	m
	育成牛を継続的に管理する能力
	

	
	
	n
	草地及び施設を継続的に管理する能力
	

	
	
	o
	職員の数、人員配置（飼育経験者の確保状況を含む）、採用計画の妥当性
	

	
	
	p
	危機管理体制の構築（労働安全の確保、災害等緊急時の対応）
	

	
	
	q
	飼養衛生管理基準に基づく家畜伝染病対策
	



